
１1月１０日日
開場：正午
開会：午後１時

出演団体によるパレード  （雨天中止）
崇福寺~浜町アーケード～観光通り
～中通り～市民会館

１０時３０分より

令和6年

長崎市民体育館
（長崎市民会館 3 階）
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第 47 回

◇主 催：長崎郷土芸能保存協議会　　◇協 賛：長崎市
◇後 援：長崎市教育委員会、長崎県教育委員会
　　　　 長崎国際観光コンベンション協会、長崎新聞社、朝日新聞社
　　　　 毎日新聞社、読売新聞西部本社、西日本新聞社
　　　　 NHK 長崎放送局、NBC 長崎放送、KTN テレビ長崎
　　　　 NCC 長崎文化放送、NIB 長崎国際テレビ
　　　　 エフエム長崎、長崎ケーブルメディア（順不同）
◇お問い合わせ：長崎市文化観光部文化財課
　　　　　　　　（協議会事務局） 
　　　　　　　　☎０９５－８２９－１１９３

長崎郷土芸能保存協議会加盟保存会
赤文字は、今回の参加団体です。赤文字は、今回の参加団体です。

三 重
盆踊り（東樫山）
東上面浮立 樫山盆踊り（西樫山）
大江山鬼退治（東上） 三重くどき踊
竜踊（角） 崎上浮立
竜踊（角上） 馬場浮立
畝刈・多以良盆踊り

式 見
式見女角力
俵藤太の百足退治
陸上女ペーロン
ヘラヘラ踊
安珍清姫

相川町月の輪太鼓
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鍬踊・獅子舞
式見里コッコデショ

深 堀
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滑石竜踊
横尾だんじり
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高島鼓響塾（姫大蛇）
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北浦獅子踊・俵かたげ踊
飯香浦地蔵祭飾そうめん
太田尾地蔵祭飾そうめん

中 央
若宮稲荷神社竹ン芸
長崎明清楽
十善寺龍踊

東長崎
現川浮立
馬場本浮立
ささら浮立
間の瀬狂言
中尾獅子浮立と唐子踊
矢上町コッコデショ
田之浦本浮立
矢上平野浮立
長崎シャギリ
蠣道浮立
中里獅子浮立
牧島銭太鼓

日 見
芒塚獅子舞

土井首
平山の大名行列
竿浦・江川浮立

琴　海
※特別参加
　にしうみ和太鼓

野母崎
野母の盆踊り
長崎半島樺島ハイヤ節
高浜八幡神社大祭奉納相撲

創業　貞亨３年（1686）



プログラム 

パレードは、10:30油屋町を出発し、順次浜町アーケードから中通り
を通り市民会館までで、実施予定です（雨天中止）

先導（長崎シャギリ）

１  高島鼓響塾　　　　

２  滑石竜踊

３  ささら浮立    　　 

４  矢上町コッコデショ　

※演技開始時刻は遅れることがあります

13:00 開会セレモニー（長崎シャギリ）
13:20 にしうみ和太鼓
13:45 ささら浮立
14:20 滑石竜踊
14:55 高島鼓響塾（姫大蛇）
15:20 矢上町コッコデショ
15:55 閉会（長崎シャギリ）

長崎郷土芸能大会
第 47 回
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にしうみ和太鼓研究会

昭和62年(1987年)、西海コミュニティー活動の一環として町おこしを目指し、西海地
区自治会の若手を中心に発足しました。平成元年(1989年)、旧西彼杵郡琴海町の代表と
して長崎旅博覧会に出演しました。この後、紆余曲折を経て現在に至っています。
会員は、小学生から一般まで約40名が在籍し、練習は週1回のペースで行っています。
演奏活動は、新型コロナウイルス感染症の影響で一時激減していましたが、最近徐々

に増え始めてきました。今後も若手を叱咤激励して活動を続けていきます。

由緒来歴

特別出演

初出演

出演時間

１３時２０分頃
出演人数

２０人

ささら浮立保存会

約260年前、五穀豊穣や雨乞いを祈願して始まり、現在は毎年７月上旬田畑
が一段落し田植え後のお祝いとして地区の五穀神社に奉納されてきました。ま
た、数年に一度戸石くんちで戸石神社にも奉納されています。笛・太鼓・小太
鼓・鉦の鳴り物と「ささら踊り」「奉納道踊り」「掛打ち踊り」の三つの演目があり
ます。諫早市小長井町や諫早市飯盛町田結方面から伝承されたと言われてい
ます。

由緒来歴

東長崎地区

１２年ぶり
５回目の出演
出演時間

１３時４５分頃
出演人数

１１0人

矢上町コッコデショ保存会

大阪府泉州堺の段尻に端を発し、ヤグラ太鼓・フトン等をミックスして現在の
長崎流に作り上げられたと言われています。
矢上町のコッコデショは、寛永11年（1634年）、今から約４００年前矢上宮日
から奉納が始まったと伝えられており、以来、雨乞いや矢上くんちに奉納され、
長崎くんちで奉納されるコッコデショにも多大な影響を与えました。
また、国や地元の祝事の折にも奉納され、昭和天皇の御大典記念にも盛大
に奉納された伝統ある演目です。

由緒来歴

東長崎地区

１１年ぶり
９回目の出演
出演時間

１５時２０分頃
出演人数

１００人

高島鼓響塾（姫大蛇）

旧西彼杵郡高島町の「高島記」に記されている伝説「蛇谷」をアレンジし、「神
楽」：姫大蛇（ひめおろち）を民俗芸能として継承しています。演目は、姫大蛇が
天に祈りを捧げ舞い踊る場面から始まり、２匹の大蛇の迫力ある舞と姫や武士
の優雅な剣舞などで構成されています。昨年初めて大会に出演し、観に来られ
た方々にも大好評でした。今年は、さらに演技の質を高め、より迫力のある舞
台に乞うご期待です。

由緒来歴

高島地区

２年連続
２回目の出演
出演時間

１４時５５分頃
出演人数

２０人

滑石竜踊保存会

長崎くんちに出演する本籠町龍踊の古典的伝統を伝承する竜踊で、その始まり
は明治10年(1877年)、雨乞いと五穀豊穣を祈願するため、滑石太神宮の氏子が本
籠町の指導を仰ぎ、太神宮に奉納したのが始まりです。その後昭和10年（1935年）
に長崎くんちで大井手町の奉納踊として出演してから長崎龍踊の風格を備えてき
ました。①玉追い、②玉探（ずぐら）など３回を一式とし、「もってこい」のアンコールで
の「早ずぐら」「波」は滑石竜踊独特のものです。 （長崎市指定無形民俗文化財）

由緒来歴

西浦上地区

５年ぶり
１６回目の出演
出演時間

１４時２０分頃
出演人数

７２人

☎０９５-８２１-２１２１
E-mail　info@koutukankou.com

◇本年出演踊町
興善町：傘鉾・本踊〔石橋〕 　  八幡町：傘鉾・山伏道中・
剣舞・弓矢八幡祝い船　　　　　万才町：傘鉾・本踊　　
西濵町：傘鉾・龍船・二胡演奏　麴屋町：傘鉾・川船　　　
銀屋町：傘鉾・鯱太鼓　　　　　五嶋町：傘鉾・龍踊

◇問い合わせ先
長崎伝統芸能振興会（長崎商工会議所内） TEL 095-822-0111 




